
同志社国際中学校・高等学校



【本日の流れ】

・構想概要

・研究開発/実践や高大接続について

・成果課題、成果普及について

・事業の継続（今後）について



構想概要
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ほぼこの通りの形で研究開発を行うことができた。
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Every little 
thing counts!

多くを学び、さらに学
ぶ意欲を高め、生徒た
ちの絆も深まる。「環
境政策だけでなく、そ
れを可能にする民主主
義や教育、ワークライ
フバランスにも興味が
広がった」「このメン
バーは仲の良い家族の
よう」「人生が変わっ
た！！！」

日常体験の共有から始め、
グローバルな社会課題、
課題解決の方法論を学ぶ

訪問する環境先進国や提
言先について学ぶ

学校の食堂、京田辺市、
京都市、OECDに提言を
提出、議論
「提言先の事情もよく考
えなければならない」

50カ国からの帰国生
徒を含む、多様なバッ
クグラウンドを持つ生
徒、教員により、「持
続可能な社会」の探求
を目指す。

世界で一冊の「リサーチ
ブック」完成



研究開発、実践や高大接続について

☆教育課程や時間割上の特徴
• １年生は１単位必修科目「Global Understanding Skills Basic」を設置、

270人全員がグローバルな社会課題や課題解決について学ぶ
（土曜３講時）

• ２、3年生は２単位の選択科目として30人×２クラスが受講する、
「 Global Understanding Skills Ⅰ/Ⅱ」を設置。
この科目内で海外研修の事前学習、事後学習も効果的に行う。
SGH向けの英語授業や第二外国語も選択科目として展開し、
合わせて受講することが可能となっている。
（２年生は週４時間、３年生は週7時間の選択科目枠を設定）

☆教科の枠を超えた連携
• 2019年度は、「Basic」は英語科、社会科、数学科、理科、

「Ⅰ」は社会科、理科、「Ⅱ」は宗教科、社会科の専任教員が担当。
• 全専任教員の１/５は English native speakerの英語科教員である。



研究開発、実践や高大接続について
☆アクティブ・ラーニング

• Communication Centerの活用
• リサーチ、ディスカッション、プレゼンテーション、

グループワークを効果的に実施するための設備を備えている。
• 「答えのない問い」に対して、多様な教科教員と生徒たちが自由に意見を

述べたり、主体的に取りくんだりすることができるようにしている。



研究開発、実践や高大接続について
☆特徴的な取り組み等

• Global Enterprise Challenge (GEC), World Scholar s Cupなど
英語を使用する外部のコンテストに生徒が参加、世界大会でも成績を残す。

• 2018年度 GEC 世界大会 ３位、WSC イエール世界大会 10人
• 2019年度 GEC 世界大会 ２位、WSC 北京世界大会 16人

’



研究開発、実践や高大接続について

☆成果報告会の実施
• 同志社大学 良心館で実施。33名の生徒が報告を行い、

大学教員が基調講演やアドバイスを実施。

☆高大連携
• 大学教員からの授業やFWへのアドバイス、教員派遣
• 大学教員からポスターセッションにてアドバイス
• EUキャンパスの活用（予定）

☆自治体、国際機関、企業との連携
• 京田辺市、京都市
• ゲーテ・インスティチュート
• OECD
• 三菱ヴェスタス株式会社
• シダックス株式会社
• ビオセボン株式会社 等



研究開発、実践や高大接続について

☆メディアへの掲載
• 京都新聞、朝日新聞など

朝日新聞 2018年11月28日 第２京都 10版 26面 掲載



成果報告・成果普及について
☆報告冊子の作成

• 年間１回報告冊子を作成

☆ウェブサイトを通じた成果普及
• 年間60回以上の授業や講演会等についての記事配信



SGHの取り組みから得られたこと
☆3年間のプログラムを終了した生徒

• 生徒自身が自己の成果検証レポートを作成
• 生徒自身が身に付いたスキルについてアンケートを作成、実施

→ これからの社会に必要な力を大学進学前に生徒が自己検証
• 深い議論のできる友人関係を構築

☆教員
• 教科の枠を超えた教員の協働

→ 各教員の多様な経験や長所を生かし合う

☆学校全体
•自治体、国際機関、企業とのコラボレーションによって

生徒・教員の視野が広がった
•大学との連携の強化によって、高度な学習に高校段階から取り組み、

より進路を意識できるようになった



今後の展望

☆同志社が創立以来、教育理念の１つとしてきた
「国際主義※」にもとづき、SGHの経験を生かす。

☆アメリカ、フランス、ドイツ等の
連携校との連携をますます強化する。

☆WWLへの取り組みによって、
さらに多様な生徒、教員、大人と協働し、
新しい価値を創造していきたい。

※外国語を話せるだけでなく、異なる価値観を受け入れ、そこから「何か」を
見出せる人を育む。単にコミュニケーションの道具として外国語を学ぶだけでなく、
世界の文化にふれ、「お互いの違いを認め合う学び」を実践しています。



同志社国際中学校・高等学校

アドミッションズセンター
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